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特
集

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

包
括
的
支
援
体
制
の
構
築

我
が
国
で
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
進
み
、
生
活
領
域
に
お
け
る
支
え
合

い
の
基
盤
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
三
重
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
「
県
社
協
」
と
い

う
。）
で
は
三
重
県
か
ら
の
委
託

を
受
け
、
市
町
が
包
括
的
な
支
援

体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な

人
員
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
複
合

的
な
課
題
を
抱
え
る
相
談
者
等
の

把
握
や
適
切
な
相
談
支
援
機
関
等

と
の
連
絡
調
整
、
相
談
支
援
機
関

に
対
す
る
指
導
・
助
言
を
行
う
相

談
支
援
包
括
化
推
進
員
等
の
養
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
そ
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
対
象
者
別
・
機
能
別
に
整
備

さ
れ
た
公
的
支
援
に
つ
い
て
も
、
様
々

な
分
野
の
課
題
が
絡
み
合
っ
て
複
雑
化
・

複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が

困
難
な
ケ
ー
ス
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
、
制
度
・

分
野
の
枠
や
、「
支
え
る
側
」「
支
え
ら

れ
る
側
」
と
い
う
従
来
の
関
係
を
超
え

て
、
人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ
な
が
り
、

一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割
を
持

ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
の
で
き
る
、
包
摂
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、地
域
や
社
会
を
創
っ
て
い
く
、「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
分
野
ご

と
の
縦
割
り
で
は
な
い
包
括
的
支
援
体

制
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
６
月
の
社
会
福
祉
法
の
改

正
で
は
、
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一
体
的
に

行
う
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
（
令

和
３
年
４
月
施
行
）」
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

図１

（出典：厚生労働省 HP  https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000652457.pdf）
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三
重
県
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

の
た
め
、
令
和
元
年
度
に
「
三
重
県
地
域
福

祉
支
援
計
画
」
を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
計

画
で
は
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
目

指
し
、「
み
ん
な
広
く
包
み
込
む
地
域
社
会　

三
重
」
を
基
本
理
念
と
し
、
推
進
項
目
の
１

つ
に
「
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
体
制
（
～

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
～
）」
が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
策
方
向
に

「
市
町
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く

り
の
支
援
」
を
掲
げ
、市
町
に
お
け
る
相
談・

支
援
機
関
間
の
連
携
を
深
め
る
た
め
の
取

組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
複
雑
化
・
複
合
化

す
る
課
題
に
対
し
て
適
切
な
支
援
体
制
が

構
築
で
き
る
よ
う
、
市
町
の
支
援
体
制
を
広

域
的
・
専
門
的
な
観
点
か
ら
適
切
に
支
援
す

る
こ
と
で
、
重
層
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を

図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
組
の
１
つ
で
あ
る
「
相
談
支
援

包
括
化
推
進
員
の
養
成
」
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
県
社
協
が
把
握
す
る
県
内
の
地
域
福
祉

等
に
つ
い
て
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
関
す
る

知
識
や
、
人
材
育
成
に
資
す
る
た
め
の
研
修

実
施
経
験
等
を
活
用
で
き
る
と
い
う
観
点

か
ら
、「
相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
等
養
成

事
業
」
を
受
託
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

相
談
支
援
包
括
化
推
進
等
養
成
事
業
で

は
、
行
政
職
員
及
び
社
協
職
員
を
対
象
と
し

た
地
域
別
会
議
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
地
域
福

祉
実
践
力
向
上
研
修
、
相
談
支
援
包
括
化
推

進
等
指
導
者
研
修
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
と
は

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
相
談
者
等
を

支
援
す
る
役
割
と
し
て
、
①
相
談
者
等
が

抱
え
る
課
題
の
把
握
、
②
プ
ラ
ン
の
作
成
、

③
相
談
支
援
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
、
④

相
談
支
援
機
関
等
に
よ
る
支
援
の
実
施
状

況
の
把
握
及
び
支
援
内
容
等
に
関
す
る
指

導
・
助
言
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（「
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
相
談

支
援
体
制
に
関
す
る
実
践
事
例
集
～
『
我

が
事
・
丸
ご
と
』
の
地
域
づ
く
り
に
む
け

て
～
」（
全
社
協
、
平
成
29
年
３
月
））

　地　域 第 1回 第 2回

北勢地域 令和２年９月 29 日 令和２年 12 月 １ 日

三泗鈴亀地域 令和２年８月 21 日 調整中

津・伊賀地域 令和２年８月 ５ 日 令和２年 11 月 16 日

松阪多気地域 令和２年７月 29 日 令和２年 11 月 25 日

南勢志摩地域 令和２年８月 ３ 日 令和２年 12 月 ２ 日

東紀州地域 令和２年８月 26 日 令和２年 11 月 26 日

表１

図２

（出典：厚生労働省 HP  https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000652457.pdf）
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相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
等
指
導

者
研
修
の
開
催

相
談
支
援
業
務
従
事
者
に
指
導
・
助
言

す
る
市
町
職
員
を
対
象
と
し
て
、
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
社
協
は
、
各
種
相
談
支
援

事
業
を
通
じ
て
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な

相
談
を
受
け
止
め
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
関
係
機

関
・
団
体
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
っ

て
社
会
資
源
の
開
発
や
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
社
会
福
祉
法
の
改
正
を
制
度

の
縦
割
り
を
克
服
し
、
地
域
住
民
を
主

体
と
し
た
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
好
機

と
受
け
止
め
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の

構
築
に
向
け
て
市
町
行
政
と
協
議
し
な

が
ら
地
域
の
状
況
を
把
握
し
て
、
今
あ

る
資
源
、
専
門
性
、
こ
れ
ま
で
に
取
り

組
ん
だ
実
践
を
活
か
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

県
社
協
と
し
て
、
引
き
続
き
幅
広
い

知
識
や
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
機
会

を
設
け
て
、
市
町
社
協
職
員
の
資
質
向

上
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

月
施
行
）」
を
踏
ま
え
、
実
施
さ
れ
る
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
の
研
修
を
２
回
開
催
し
ま

し
た
。
第
１
回
は
、
日
本
福
祉
大
学 

副

学
長　

原
田
正
樹
先
生
に
「
地
域
共
生
社

会
に
向
け
た
包
括
的
支
援
と
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
の
意
義
」
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
、
第
２
回
で
は
、
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
の
課
長
補

佐　

石
井
氏
お
よ
び
地
域
共
生
支
援
調
整

係　

大
和
氏
に

重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
に

か
か
る
事
業
説

明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

行
政
・
市
町
社

協
か
ら
、
両
回

併
せ
て
２
０
０

名
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
、
重

層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
へ
の

関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

地
域
福
祉
実
践
力
向
上
研
修
の
開
催

地
域
別
会
議
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

研
修
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
選

定
し
た
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
地

域
で
の
実
践
力
向
上
を
目
指
す
研
修
会
を

表
２
の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
別
会
議
の
開
催

表
１
の
と
お
り
、
県
内
６
圏
域
別
に
会

議
を
開
催
し
、
地
域
特
有
の
課
題
や
個
別

に
設
定
す
る
課
題
に
つ
い
て
の
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
、
地
域
に
不
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
、

社
会
資
源
の
創
出
の
検
討
方
策
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会
の
開
催

研
修
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

を
主
と
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の

環
境
が
整
わ
な
い
場
合
で
も
研
修
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
三
重
県
社
会
福
祉
会
館
で

の
受
講
も
可
能
と
し
、
多
く
の
行
政
お
よ

び
社
協
の
職
員
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
た
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
講
師
の
許

可
を
得
て
研
修
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
職
員
に
向
け
て
、
後
日
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
画

面
共
有
機
能
を
活
用
し
、
再
放
送
を
行
い

ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
開
催

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
社

会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
２
年
法
律
第
52
号　

令
和
３
年
４

❷❷

❸❸

研修会の様子：三重県社会福祉会館での受講者

内容・テーマ 講師等

第 1 回
ひきこもりの実態把
握と支援力向上

（オンライン開催）

特定非営利活動法人 KHJ
全国ひきこもり家族会連合会
本部事務局所属 ソーシャルワーカー
深谷　守貞　氏

第 2 回

①多機関協働による
　外国人住民支援
②外国人住民への
　理解と支援方法
（オンライン開催）

①伊賀市社会福祉協議会 中部圏域課
吉田　文江　氏
②特定非営利活動法人 伊賀の伝丸 代表理事
和田　京子　氏

第 3 回
精神障がい者の理解と
地域共生社会について

（オンライン開催）

社会福祉法人名張育成会 
レインボークラブ 所長 
多原　智子　氏

第 4 回
多機関協働による包
括的相談支援体制
実践報告

（オンライン開催）

登壇者
● 桑名市福祉総務課 福祉企画係長
　 郡　厚　氏
● 桑名市社会福祉協議会 地域福祉課
　 森山　貴行　氏
● 亀山市健康福祉部地域福祉課 福祉総務 G
　 西川　智博　氏
● 亀山市社会福祉協議会 法人経営担当主幹
　 兼 総務係長兼地域福祉係長
　 鍬田　聡　氏
● 亀山市社会福祉協議会 地域福祉係
　 小林　英里奈　氏
コーディネーター
● 関西学院大学 名誉教授
　 牧里　毎治　氏

第 5 回 相談支援従事者の感
情制御について　　　　　

公認心理師・臨床心理士・社会福祉士
西川　絹恵　氏

第 6 回 刑務所出所者等への支援
（オンライン開催） 三重県定着支援センター職員

❶❶

表２
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連 載

新ウェルビーイング新ウェルビーイングみみええプランプラン
Hello!Hello!

このページでは、昨年 3月に完成した新ウェルビーイングみえプランの各推進項目を紹介します。

社会福祉事業の経営者は、自らその提供するサービスの質の評価やその他の措置を講ずることにより、利
用者の立場に立って良質かつ適切な福祉サービスを提供するよう努めなくてはなりません。また、提供する
サービスから生じた苦情について、適切な対応を行うことは社会福祉事業の経営者として重要な責務となっ
ています。

本会では、質の高い福祉サービスが提供されるよう、その基盤となる経営支援の強化に取り組むとともに、
福祉施設・事業所における苦情対応力向上や第三者委員の設置等、福祉サービスにかかる苦情に適切に対応
できる体制整備の支援に取り組みます。

基本目標 ❷　「持続可能な社会福祉の仕組みづくり」
推進項目 ③　「質の高い福祉サービスに向けた支援」

活動方針の視点でとらえる方向性
活動方針 方向性

❶ 共に考え、高め合う 評価活動にあたっては受審者の意見を傾聴し、福祉サービスの向上のための工夫、改善などを
働きかけます。

❷ 実行し、創る 福祉サービスの質の向上に向け、福祉施設・事業所とともに新たな取組内容を検討・協議します。

❸ 揺るがず、でも柔軟に 福祉サービスの利用者の目線に立ちつつも、福祉施設・事業所の実情とニーズに柔軟に対応し
ます。

※活動方針については、2020年４･５月号７頁にて紹介しています。

第 6 回

●県経営協の事務局を担い、質の高いサービスが提供されるよう、制度改正や法人運営などに関する時宜に応じた研
修を開催し、各法人の経営を支援します。

社会福祉事業の経営支援の強化 社会福祉事業の経営支援の強化 

実施計画概要

●福祉サービス利用者等からの苦情を受付け、相談・助言・調査・斡旋などを通じて、中立・第三者の立場から解決
に向けた支援を実施します。
●福祉サービスにかかる苦情に適切に対応できるよう、福祉施設・事業所における苦情受付担当者・苦情解決責任者・
第三者委員の設置を促進するなど、苦情解決体制整備を促進します。
●福祉サービス利用者の処遇に不当な行為が行なわれている恐れがあると認められるときは、県知事に通知するなど
迅速かつ適切な対応を強化します。 

福祉サービスに係る苦情解決体制の整備福祉サービスに係る苦情解決体制の整備

●評価事業調査員に対し、評価業務を継続的に実施するために必要となる知識等の取得や資質の向上を図るとともに、
専門性の高い評価事業調査員の確保を図ります。
●事務局体制の整備を図ることにより、評価機関としての機能を強化します。

福祉サービスの評価活動の推進福祉サービスの評価活動の推進
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今
後
に
つ
い
て

現
在
は
、「
あ
り
ん
こ
」
の
お
弁
当
の

製
造
上
限
に
ま
で
達
し
て
い
る
状
況
で

す
。
最
初
は
地
域
貢
献
と
し
て
始
め
ま
し

た
が
、
活
動
継
続
の
仕
組
み
を
作
る
こ
と

で
工
賃
ア
ッ
プ
を
実
現
し
、
利
用
者
の
や

り
が
い
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、「
あ
り
ん
こ
」
で
は
子
育
て
世

代
の
お
母
さ
ん
向
け
の
惣
菜
販
売
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
の
方
が
仕
事

を
通
じ
て
地
域
の
方
を
支
え
る
側
に
な
れ

れ
ば
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に

支
え
、
支
え
ら
れ
る
地
域
の
実
現
に
向
け

て
構
想
は
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

「
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

に
つ
い
て
も
、
ま
だ
課
題
は
多
く
あ
り
ま

す
が
、
つ
く
り
あ
げ
た
支
援
の
輪
で
解
決

し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
拡
が
り
を
み
せ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

２
０
２
０
年
５
月
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
「
つ
ど
い
子
ど

も
食
堂
」
の
方
か
ら
「
地
域
の
子
ど
も
を

支
え
た
い
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」
と
明
和
町
社
協
に
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
明
和
町
社
協
で
も
生
活
福
祉

資
金
特
例
貸
付
の
相
談
が
増
え
る
中
で
、

子
育
て
世
帯
の
方
へ
の
継
続
的
な
関
わ
り

が
必
要
と
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、「
あ
り
ん
こ
」
が
行
っ
て
い
る

「
あ
り
ん
こcafé

茶
々
」
も
営
業
自
粛
で

利
用
者
の
活
躍
の
機
会
が
失
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
地
域
福
祉
係
か
ら
「
あ
り
ん
こ
」

に
相
談
が
あ
っ
た
時
、
今
こ
そ
地
域
へ
恩

返
し
を
す
る
時
と
、
す
ぐ
に
協
力
し
て
活

動
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
施
設
の

新新
た
な
た
な
取取
りり
組組
みみ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

２
０
２
０
年
６
月
に
開
始
し
た
「
Ｏ

Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
は
、

生
活
に
お
困
り
の
18
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
に
週
２
回
、
手
作
り
弁

当
を
無
償
提
供
す
る
活
動
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
が
長
期
化
し
社
会
情
勢
が
一
層
厳

し
く
な
る
中
、
さ
ら
に
活
動
の
必
要
性

が
高
ま
り
、
動
き
な
が
ら
仕
組
み
を
整

え
て
い
き
ま
し
た
。

６
者
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
結
び
、
協
定
団
体
・
機
関
で
役
割
を
分

担
し
、
地
域
住
民
や
企
業
・
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
継
続
で
き
る
仕
組
み
を
つ

く
り
ま
し
た
（
図
１
）。
ま
た
、「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」の
助
成
や
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
寄
付
金
で
当
面
の
活

動
費
を
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
弁
当
を
連
携
ツ
ー
ル
と
す
る
こ
と

で
、
今
ま
で
子
ど
も
食
堂
に
来
ら
れ
な

か
っ
た
潜
在
的
に
困
ら
れ
て
い
た
世
帯
な

ど
に
も
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
何
か
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
住
民
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
」
と
山
田
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
生
活
介
護
・
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
「
あ
り
ん
こ
」
が
関
わ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
管

理
責
任
者　
石
丸
さ
ん
と
明
和
町
社

協
地
域
福
祉
係
長　
山
田
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
介
護
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

　
あ
り
ん
こ

（
多
気
郡
明
和
町
馬
之
上
９
１
７

－

１
）

１
９
７
７
年
４
月
に
法
人
認
可
。

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

「
あ
り
ん
こ
」
は
、
２
０
０
５
年
４

月
に
障
害
者
通
所
授
産
施
設
と
し
て

開
所
後
、
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
生

活
介
護
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

連　
載　
　
第
３
回

図１
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
傷害事故補償

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償
施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJNK19-14129 2020.2.7作成〉

施設職員の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償 NEW

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円

▶保険金額

令和２年度



生徒の皆さんありがとうございます 
NHK 等歳末たすけあい運動初日の 12 月 1 日

（火）、セントヨゼフ女子学園高等学校の生徒の
皆さまが、NHK 津放送局を訪れ、校内で集めた
募金を届けていただきました。

本年は新型コロナウイルスの影響で、街頭募
金は実施することができませんでしたが、NHK
等歳末たすけあい運動にご協力いただき、あり
がとうございました。
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　　　　　〒 514-8552 三重県津市桜橋２丁目 131
　　　　　TEL：059-227-5145　　FAX：059-227-6618
　　　　　URL：https://www.miewel-1.com/　　E-mail：info@miewel.or.jp
編集協力／株式会社アイリック
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「福祉みえ」は三重県社協のホームページでもご覧になれます。また、広報に関するご意見・ご感想は、E-mail にて受け付けております。

たくさんのご寄付をいただきありがとうございます！たくさんのご寄付をいただきありがとうございます！

10 月１日から実施しています共同募金運動に対しまして、多くの寄付をい
ただきました。募金運動は期間拡大期の３月末まで実施しますので、引き続き、
皆様のご支援をお願いします。

また、12 月には NHK 津放送局に NHK 等歳末たすけあい義援金の受付窓口
を開設しました。新型コロナウイルスの影響が心配されましたが、昨年度を上
回る寄付が寄せられました。たくさんのご協力ありがとうございました。

生活協同組合コープみえ様ありがとうございます 
12 月 4 日（金）、生活協同組合コープみ

え様より募金をいただきました。
例年、コープみえ様には、募金のご協力

をいただいていますが、本年度は県内の各
市町に各 100,000 円、合計 2,900,000 円
の寄付をお預かりしました。

さらに、新たな取り組みとして、組合
員の皆さまに募金を呼びかけていただき、
362,520 円の寄付をいただきました。

寄せられた寄付は、県内市町の地域福祉活動に活用されます。
募金活動にご協力いただき、ありがとうございました。


